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2025年秋の``あおどら共和国’’ご利用者の様子

イベント「すべての色のこども達へ」

地元北杜市で「親と子の育ちあいサークルのほほん」

を立ち上げて、色々なイベントを手掛ける林中暁子さん

が10月4日(土)に“あおぞら共和国’’の全てのフィールド

を使って素敵なイベントを開催しました。

交流等では床全面をキャンパスにして子どもたちが

全身を使ってお絵掃きをし、あおそらの森では、木につ

るしたたくさんの大きな布に、自然素材で作った絵具で

芸術作品を作りました。当日は、200名近くの来場があ

り、病児も健常児も分けてだてなく、自由に、そして元気よ

く楽しんでいる様子が印象的でした。

又、色々な企画で“あおそら共和国’’をご活用くだ

さいね!
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2025年秋の``あおどら共和国’’ご利用者の様子

「てんとうむし」さんのご利用

三重県で障害者、高齢者サポート事業を行っている 今回のような``遠出’は初めてなので、何度も下見をさ

「てんとうむし」さんが10月23日-24日の1泊で’あおそ れでの実施でした。

ら共和国’をご利用いただきました。 当日は最高のお天気で、八ヶ岳から富士山のベスト

ビューポイントをご案内!

みんな一人一人が

富士山バックに記念撮

影!とっても良い笑顔を

見せてくれました。

思い切って、実行を

決めて入念な準備をし

てくれたスタッフの皆

様、大変お疲れ様でし

た。ただ、子どもたちの

笑顔で疲れも吹き飛ん

だのではないでしょう

か?

囲「
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``あおどら共和国’’のボランティア活動

〔 “あおぞら共和国’’の運営は多くの方のボランティア活動に支えられています!

今回は、そんなボランティアの皆さんの様子をご紹介いたします。

サントリー白州工場のみなさん
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’`あおどら共和国’’の

利用者による
相談がありました!!
この日宿泊される方に相談できることを

伝えるとなんと3人から申し出がありました。

相談員の原まゆみさんが対応しました。皆

さん、心に溜まったことをたくさんお話にな

りました!!

このような相談が今後もあると良いと思

います。“あおぞら共和国’ならではのこと

でした。

⑱“あおそら共和国’’ご寄附ありがとうございました。 (敬称略・順不同)

①個人が寄附をした場合

当会に寄附をすると、国税と

地方税をあわせて、寄附金額の

最大50%が税額から控除さ

れます。

(①法人が寄附をした場合

法人が当会に寄附をした場合は、一般寄附金の損金

算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が設け

られており、法人は、その範囲内で損金算入か認め

られます。
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③相続人等が相続財産権等を寄附した場合

相続又は遺贈により財産を取得した者が、その取得した財産を

相続税の申告期限までに当会に対し、寄附をした場合には、その

寄附をした財産の価値は相続又は遺贈に係る相続税の課税価格

の計算の基礎に算入されません。
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春と秋の草刈ボランティア
“あおぞら共和国’では、毎年春と秋の2回、たくさんの方のご協力をいただいて「草刈りボランティア」を実

施しています。

“あおぞら共和国"創業当初からご参加いただいている大ベテランの皆さんや、地元で“あおぞら共

和国"の活動を知ってご参加いただく方、そしてこの秋は、地元の放課後デイサービスの子どもたちも10名

参加して、草抜きや薪割りを頑張ってくれました!

大ベテランの皆さんはお孫さん世代と楽しく草刈りできたのではないでしょうか?

これからもたくさんのご参加をお待ちしております。

2026年は

5月29日(金) ・ 3〇日(土)、 9月25日(金) ・ 26日(土)の開催を予定しています。
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``あおどら共和国卯で人生一番の星空を見上げましょう!

光害が少ない

「光害」っていう言葉をご存じですか?人間の日は意識

する事なくオートカメラのように光の量を調節して、明るい

と暗いものは見えにくくなり、暗いところではより暗いものも

見えるようになります。夜の暗闇を明るく照らす「光」も星

空を見る時には「敵」になるので「光害」と呼んでます。都

空気中の
水分が少なく
澄みきっている

晩秋から春先にかけては、湿った北風が、ま

ず北アルプスにあたって大量の雪を降らせて、

次に少し渇いた空気が中央アルプスにあたって

また雪を降らせて、最後に南アルプスにあたって

北西の斜面で少しの雪を降らせて、南アルプス

の南西側=“あおそら共和国’に届く頃にはとて

も乾燥した空気になっています。

だから、昼間の紺碧の空で、夜には満天の星

空になるんです!

空が広い!

光害が少なくて空気が澄んでいても、森の中

では木々や葉が邪魔で満天の星空は見られま

せんね。 “あおぞら共和国’は広い中庭を囲むよ

うにロッジやキッズボックス、そして交流棟が並ん

でいて、真上にさえぎるものが無いので、プラネ

タ)ウムのような星空が広がります。

そして2026年2月には駐車場の横にあった

大きな木の上部を算定したので、駐車場からも

広い星空を見られるようになりました。

会では、ネオンや車のライトなど夜でも光があふれている

ので、見える星は少ないですが、 “あおそら共和国``の周

りには街灯も少なく、街明かりもほとんど届きません。

だから星空が素晴らしいんです!
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3号棟と星空
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山の中に星空観察スポットを見つけても、ほぼそこは人里 トイレもあるし、暖かいお部屋もあります。だから小さな

離れたところで、トイレをすませて、暖かい服装や飲み物を お子さんもお年寄りも病気や陣がいのあるみんなも星空

用意して万全の準備をしていかなければいけません。 を楽しめます。

でも、 “あおぞら共和国’は少し歩けば、そこはロッジ!

蛇や蜂などの危険生物の心配もほぼ不要

管理されていない大自然の中では、蛇に噛まれたり、蜂 危険生物の心配はほぼ不要です。だから安心して星空

に刺される事もあるかもしれません。 を楽しめます。

でも、 “あおぞら共和国"の敷地内は管理されていて、

スターラウンドナビゲーターが星空をご案内

“あおそら共和国’には、南アルプスや八ヶ岳の素晴

らしい星空を普及させるために作られた「スターラウンド

八ヶ岳星空ナビゲーター」の資格保有者が在席してい

ます。

どたなにも、わかりやすく、そして楽しい星空をガイドさ

せていただきます。

(都合が付けば・・) l組でもガイドしますので、ぜひ、お申

し出ください。

3号棟の上の冬のダイヤモンドとユニコーン座
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星空観察のおすすめ時期や日程

★暖かくなると空気中の水分量が増えて

夜の晴天率が下がりますこ
特に夏は昼間晴れていても、日暮れになるとガスが上って曇りがち・ ‥

なので、星空観察には「寒い時期」が向いているんですよ。

もちろん夏でも満天の星が見える日もありますが、おすすめは晩秋から初春頃ですね!

★ 「光害」の事はお話しましたが、自然界にも

光の敵がいます・ ・ ・そう「お月様!」

ヽ」

月の出る日は暗い星は見えなくなるので、月の無い日がお勧め。一番は新月の日ですが、満月を過

ぎると月の出が遅くなるので、星空観察をする18-20時の時間だったら満月の何日か後であれば

上し 大丈夫。岬齢カレンダ」で検索するとすぐにわかるので満月の日から4日へ15日がお勧めですよ!

夜空の人気者ベスト3

人工衛星
いきなり「星」ではないですね・・・でも星みた

いに見えるものがゆっくり直線で動いて見える

事があります。それは「人工衛星」。見つけた

ら歓声があるくらいの人気者です!

流れ星
流れ星も実は「星」ではありません。宇宙

空間に漂っている石ころや氷が地球に落ち

てくる時に燃え上がる現象が「流れ星」 。でも、

流れ星は、夜空のスターです!

天の川
天の川の正体は、とってもたくさん、そして

とっても遠くにある星なんです。そしてとっても

暗いので、都会ではほとんど見る事ができま

せん。でも“あおぞら共和国’では条件が良け

れば見る事ができるので、ぜひ天の川を見つ

けましょう! (春はちょっと低い位置で見えにく

いですけど‥・)
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オリオン座と冬の大三角の前で
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“あおそら共和国’’全景

しみんなのふるさと“夢’’プロジェクト ご寄附ありがとうございました。 (敬称略・順不同)

王国叩i一
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ご利用いただいた方の感想とご様子今回は、2025年にお越しいた

3歳(医ケア児)と1歳児を連れ

ての連泊は勇気がいりましたが、

子供、大人達にとって、とても魅力

的なお部屋で思いきり楽しむこと

ができました。

注入が必要な医ケア児にとっ

て1日のスケジュールは忙しく外出

も時間を気にしながらの毎日です

が、あおぞら共和国では一歩外に

出れば走り回れる広場があり、大

好きな絵本やおもちゃに囲まれて

刺激的な日々を過ごすことができ、

感謝の気持ちでいっぱいです。

ありがとうございました。

毎回あおぞら共和国へ来るのを家族でとても楽し

みにしていて、泊まる1週間前から体調管理に必死で

す。今回も無事こちらに来られて、着いてすぐ子供達

は走り回ったり、絵本のあるキッズスペースで遊んだり

あおそらの森へ探検しに行ったりととにかく遊びつくし

ました。

虫取り網を持ってトンボを追いかけたり、バッタをつ

かまえたり自然にたっぷりふれて子供たちも大満足で

した。 5号棟は初めてでしたが、どの棟も素敵で家族

でとても良い時間を過ごせました。最終日は朝から

「帰りたくない」と子供が泣いてしまい大変でしたが、

それだけ楽しめたんだと思います。どの季節に来ても

楽しめて嬉しいです。いつも管理していただきありがと

うございます。
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だいたご利用者様のお声を紹介させていただきます。

開催日: 2026年5月29日(金) ・ 30日(土)

時 間:29日(金)10:00へ16:00 30日(土) 9:00へ15:00

集 合: ``あおぞら共和国"にそれぞれの開始時間にお集まりください。

実施内容:敷地内の草刈り、森の整備、周辺木の勢定

※ 1日だけのご参加も、途中からのご参加も大歓迎です。

日 時:2026年5月9日(土)・6月6日(土)・7月4日(土)

★田\ロ弘毅」先生の個別相談

場 所:キッズボックス

時 間:①11:00へ12:00 ②13:00-14:00 ③15:00へ16:00

★ 「原まゆみ」先生とあおそらおしゃべりティータイム

場 所:交流棟

時 間:14:30へ16:00

※日程が変更になることもありますので、事前にご連絡ください。

★ ★

一昨I一
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0 “あおそら共和国"から西へ(南アルプスの方へ) 200メ

ートル程進んだ森の中にひっそりと停む「薮内正幸美術

館」をご紹介します。

動物画家である薮内正幸さん(1940 - 2000年)が描い

た原画を展示する美術館で2004年に開館。日本では唯

一の動物画専門の美術館です。図鑑や教科書などで誰

でも一度は日にしたことがあるのではないでしょうか?

イキイキとした動物の表情や躍動感を原画でお楽しみ

いただけます。

ぜひ、 ``あおそら共和国’へお越しの際はお立ち寄りし

てみてくださいね。

おこさんの新たな一面が発見できるかもしれません。 。 。

今回は、薮内正幸さんのご子息で館長の薮内竜太さ

んからお言葉をいただけましたので、ご紹介させていた

たきます。

ー子供の「好き」を伸ばす環境へ

薮内正幸さん1984年3月

薮内正幸という動

物画家をご存知でしょ

うか?その画は絵本や

教科書、図鑑や広辞

苑等の辞書、さらには

動物園の解説版など

多方面にわたっている

ので、ひょっとしたらど

こかで日にされている

かもしれません。

1940年生まれの正

幸は高校卒業後に画

掃きとして出版社に勤務、2000年に60歳で死去いたしま

すが、遺された画は1万点以上を数えます。画は習った

ことはなく、また写真等資料を見ずともどんなポーズでも

描くことができました。学

生時代の画を見た方は「 鰯

天才は子供の頃からレベ

ルが違う」と評しますが、

私は画掃きとして天才だ アカゲラ

ったとは思いません。ただ、信じられないような時間を使

ってあり得ない数の画を描いています。その根底にある

のは「動物が好き」ということ。画を描くのが好きというよ

り、好きな動物を少しでも上手に描きたい一心だったよう

です。当時まだカメラなど手にできない時代に動物園で

大好きな動物を記録するには描くしかなく、帰宅後に紙

に向かっても上手く描けない。それはちゃんと記憶して

ないからだと、次に動物園に行った時には一つの動物

だけを丸一日観察し続け、頭に刻み込みました。図鑑は

高価で買えないので借りてきて解説も含め全頁を模写

しました。動物学

者に質問の手紙

を初めて送った

のが小学校3年

生の時でした。

ー12一

薮内正幸美術館 薮内竜太館長
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とにかく「好き」なことには

徹底して時間と手間を掛けま

した。効率化やタイムパフォー

マンスの莫逆ですね。そんな

生活が高校生になっても続き

ましたが、何より大きかったの

は周囲の大人の在り方。学者

の方は子供からの質問の手

紙に真撃に対応して下さいま

した。図鑑の模写は、ある時

は高校3年時の冬休みを丸々

使ったようですが、実は進学校に通っていた正幸。大学

受験が前提の環境ながら勉強もせず動物園通いを続け、

画を描き続けていました。そのことに対して両親は注意

することもなく見守り続けています。さらに言うなら、その

図鑑は学校の先生が貸してくれたようで、進学校の先生

が一番大事な高校3年の冬休みに・・・と思ってしまいます。

つまり学者や学校の先生、そして両親。大人が子供の「好

き」を理解してくれたことは

大きかったと思います。

画掃きとしては天才かどう

かはわからないけれど、あえ

て天才というなら天才的に

動物が好きだった正幸。そし

て子供の「好き」を理解し伸

ばせる環境作り。そんな大

人でありたいものです。 どうぶっのおやこ

薮内竜太館長、 「天才的に動物が好きだった」、とって

も素敵なお言葉をありがとうございます!

薮内正幸美術館外観

絵本の表紙

開館時間: 10:00̃17:00 (入館は16:00まで)

休館日:水曜日(祝日の場合は開館)

※冬期休館があります(12月一3月中旬)。

入館料:大人(高校生以上) : 600円

小人(小・中学生):200円

就学前児童:無料

ショップのみの利用:無料

☆今回は、館長の計らいで、この機関紙が

んばれをご持参いただくと中学生以下の

お子様(ぎょうだいじも含む)の入館料を

無料にしていただける事になりました。

期限: 2026年1 1月末日

薮内正幸美術館内観

一13臆



1977年12月3日第三種郵便物認可(毎月18回) 1.2,3.5.6.7の日発行2026年5月1日発行 SSKP通巻 第8970号

世界初のこどもホスピス設立者

ジャクリーン・ウオースウイツクさんの

講演会と交流会を開催しました。
日 時:2026年4月4日10時-12時半

会 場: ``あおそら共和国’’交流棟

来場者: 70名

ジャグ)葛ンさんの講演会&交流会には、地元の医療・

福祉・教育に関わる方々、議員さん、そして日本各地のホ

スピス関係者など多くの方にお集まりいただきました。

ジヤク)」ンさんの長女ヘレンさんは、 1978年2歳半の

ときに脳腫瘍が見つかり、その後、歩いたりしゃべったり

するのが困難な状況となり、ご家族は多くの不安と孤独

を感じる中で、 1982年に、世界初となるこどもホスピス「ヘ

レンハウス」を設立。現在は全英で40以上となったこども

ホスピスのモデルになりました。

「The House Called Helen」というタイトルのジヤク)

-ンさんの本が出版されたのは1993年。その本を、 ``あお

そら共和国’を立ち上げのときから支えている小口弘毅

先生(甲府出身、小児科医)が見つけ、 “あおぞら共和国’

をひっぼり、支えてきた仁志田博司先生、後藤彰子先生

と協力して約4年の歳月をかけて翻訳したのが2018年

に出版された「ヘレンハウス物語」 。

その記念に2018年に来日され、今回は8年ぶりの来日、

そして“あおぞら共和国’’への来園となりましたた。

ジヤク)葛ンさんはそのお話の中で、病気や障害の子

どもが「患者」としてみられるのではなく、一人の人間とし

て学びや遊びが保障されること、尊厳が守られることがと

ても大事、と語っておられました。そして、人々の、SymPa-

thy (同情)を越えたempathy (共感)が必要だ、と。

諦演会の後には、交流会。そこは時間を忘れたように

言葉を超えたあたたかい時間が流れていました。

ヘレンさんが多くのempathyを広げてきたこと、その

思いどあおぞら共和国’’が交差し、似たような思いや経

験を持つ人たちがつながり、共感し、ジヤク)-ンさんとと

もにあったその光景に胸が熱くなりました。
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